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1 . は じめ に

認識 の モ ダリテ ィ 形式グロ ウと伝達態度の モ ダリ ティ 形式 ヨ/ ネ/ ヨネ に は共起で きる場合

とで きな い 場合が ある ｡

( 1 ) A : ? 今夜は大雪 にな る ダロ ウ
･ ヨ ｡

( 2 ) A : 今夜は大雪 になる ダロ ウ
･ ネ ｡

B l : え っ ､ だ っ た ら早く帰らなくち ゃ ｡

B 2 : そうね ､
こ の分 だとか なり積もるわ ね｡

( 3 )
*

今夜は大雪 になる ダロ ウ
･ ヨネ ｡

本稿で は ､ こ の 点に つ い て考察し ､
こ れまで指摘 されて い ない ダロ ウ の 特徴を浮か び上が

らせ て み た い ｡

2 . ダ ロ ウの 二 つ の 用法

( 4 ) A : 見て の とお り ､ 外は雪 ダロ ウ ｡ それなの にわ ざわ ざ今出かける こ と ない よ ｡

B : そり ゃ そうだけ ど､ 今日中に行かな い と間に合わな い し｡

こ れ はダロ ウの 確認要求と して の使用例で ある ｡ 今現在外が雪で ある とい う事実を話し手

は情報と して持っ て い る にも関わ らず､ 聞き手に問 い か けて い る ｡ こ れ は聞き手か ら同意を

得る こ とで ､ 自分の 知覚に よ っ て得られ た情報が確か で ある こ と を確認しようと して い る ｡

*
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こ こ で は
､ ダロ ウ の使用 に当た っ て推論が働 い て い る と い うより

1

､ 自分の 持つ 情報の 確かさ

に対する不安感が現れ て い ると言える ｡

また ､ 次の ような場合は どうだろう｡

窓の 外に雪が 降っ て い るの が見える状況で ､

( 5 ) 今夜は大雪に なる グロ ウ ｡

こ の 発話は ､ どんな場面 で出現する だ ろうか ｡ お そらく ､ 独話
2

と して つ ぶ やくの で は な い

だろうか ｡ ある い は周り に誰か 人が い て も､ その 人を意識せず､ そ の 人と の会話
3

を特に成立

させ ようと い う意図を持た ず､ や はり独話然 と して発話す るだ ろう｡ こ れ は ､ ダ ロ ウが持つ

命題 に対する真偽判 断の機能 (本稿で は対命題機能と呼ぶ) を際立た せ たもの と考えれば説

明が付く｡ こ こ で は グ ロ ウは聞き手を巻き込ん で会話を成立させ るた め の機能 (本稿で は対

人機能と呼ぶ) を 一 切発揮せ ず､ 純粋 に対命題機能だけに特化 して使用 され て い る と考えら

れ る ｡

つ まりグロ ウは場面に よ っ て ､ 対人機能を前面 に出した り､ 対命題機能を前面に 出したり

して使用 され る こ と に な る
4

｡

一

方で ヨ ･ ネ ･ ヨ ネと い っ た助詞は ､ 話 し手が自分の周 りに い る人 に話しかけ､ その 人を

会話に巻き込 んで コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンを成立 させ る とい う機能､ すなわ ち対人機能 しか持た

か ､ が ､ こ れが ダ ロ ウ と組み合わ せ て用 い られ ると
､ 複合体と して どの ような機能を発揮す

る だ ろうか ｡ 以下にそれ ぞれと組み合 わ せた例文を記す｡

( 6 ) 今夜は大雪 になる ダロ ウ ･ ヨ ｡

( 7 ) A : 今夜は大雪 になる ダロ ウ ･ ネ｡

B l : え っ ､
だ っ た ら早く帰らなくち ゃ ｡ そうかな あ ､ 彼女の じゃ なか っ たか なあ ｡

B 2 : そうね､ こ の 分だ とか なり積もる わね｡

( 8 )
*

今夜は大雪に なる ダロ ウ ･ ヨネ ｡

( 9 ) これ は彼の 鞄ダロ ウ ･ ヨ

1

木下 (20 01) で は､ ダロ ウ の真偽判断の用法と確認要求の 両用法には推論と いう共通項が見られると して

い るが ､
こ こ で の 例に示 したように ､ ダ ロ ウ の 意味記述に必ずしも推論は必要な い ｡ む し ろ発話時の 話 し

手の不安感と い っ た情緒的な面が大きなウ ェ イトを占めて い る の では か - か と私は考えて い る ｡
2

独話と は ､ 特別誰かと コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンを図ろうと してで はなく､ 話 し手自身が単に心情を吐き出す際
の 発話と こ こ で は定義 しておく ｡

3

会話と は ､ 話 し手が他者を巻き込んで コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンを図ろうとする際の 発話と こ こで は定義 して

おく｡

4

安達 (1 9 99 : 1 86) に は､ ｢ - ･

確 認要求の｢ だ ろう+ が ､ 話 し手の 判断を表す レ ベ ル からその外側の レ ベ ル

に移行し て い る - ･+ と ある ｡

-
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グロ ウと ヨ/ ネ/ ヨ ネ の組み 合わせ

(1 0) A : こ れ は彼の鞄ダロ ウ
･ ネ

B l : そうかを あ ､ 彼女の じゃ なか っ た かな あ ｡

B 2 : は い ､ さ っ き本人に確認 しま した の で 間違 い ありませ ん ｡

(l l) こ れ は彼の 鞄ダロ ウ ･ ヨ ネ｡

ご覧の と おり､ ヨ ･ ネそれぞ れ単独で グロ ウ に接続す る こ と は可能だが ､ ヨ ネと い う複合

体で ダロ ウに接続する こ と は許 され ない ｡ なぜ こ の ような こ と が起 こ る の だ ろうか ｡ 続 けて

以下 の 例を見てみ よう｡

話 し手が 聞き手が写 っ て い る写真を
一

緒に見なが ら､

(1 2)

(1 3)

(1 4)

(15)

ほ ら､ こ こ に写 っ て るの は君 ダロ ウ ｡

*

ほら､ こ こ に写 っ て い るの は君 ダロ ウ ･ ヨ

*

ほ ら､ こ こ に写 っ て い るの は君 ダロ ウ ･ ネ｡

*

ほ ら､ こ こ に写 っ て い るの は君 ダロ ウ ･ ヨネ

こ こで は､ ダ ロ ウは確認要求と い う対人機能を前面 に出 して 用 い られ て い る ため ､ 同 じ対

人機能 しか持た な い ヨ
･ ネ ･ ヨネの 使用が制限され て い る と考えられ る ｡ その 証拠に ､ 以下

の 例 の ような場面 で は ､ 話 し手で ある刑事は ､ た と え口調 は強くて も自分 の 判断を完全 に信

じる こ とが で きず､ 聞き手である容疑者に 同意
･ 確認を求め て い る ｡ グ ロ ウ が推論 ･ 判断の

不確かさか ら来る話し手の 不安感を表し､ ヨ
･ ネがそ の確認を聞き手に求め ると い う､ 機能

の 役割分担が行わ れて い る ｡

話 し手で ある刑事が聞き手で ある容疑者と写真を
一 緒 に見なが ら ､

(1 6)

(1 7)

(1 8)

(19)

こ こ に写 っ て るの はお前ダロ ウ

こ こ に写っ て るの はお前 ダロ ウ ･ ヨ

こ こ に写 っ て るの はお前グロ ウ ･ ネ

*

こ こ に写 っ て る の はお前ダロ ウ ･ ヨネ

しか しなが ら､ こ の 場合にも ヨ ･ ネ単独で は ダロ ウと の 共起 が認め られ る の に ､
ヨ ネとい

う複合体で の使用 は不可能になる ｡

3 . 推論との 関わり

た とえば ､ 話 し手が ｢ 明日は雨が降る+ と い う情報を持っ て い るとする ｡ こ の 情報は ､ 明

日 (未来) の こ となの で ､ 確定した事実で はあり えず､ したが っ て その 情報の 中身は推論に

よ っ て得られた もの で しか ありえな い ｡ こ の 場合 は ､ 話 し手は どの ように聞き手にその 情報

を提供する の だろうか ｡
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(2 0)

(2 1)

(2 2)

(2 3)

明日は雨が 降る ｡

明日 は雨が 降る ヨ ｡

明日 は雨が降るネ ｡

明日は雨が降る ヨネ｡

い ずれ の 場合 も､ 情報は推論 に よ っ て得られ た結論だ と明示 せず､ 無標の 動詞 の辞書形 -

断定形 を用 い て い る こ と か ら ､ 話し手は自分の 推論の確か さに対する不安を
一

切覗か せて い

ない と考えられる ｡ つ まり ､ 命題内容は推論で ありなが ら､ 確定 した事実で あるか の ように

提示 して い るの であ る｡ その 上で ､ (20) の 場合 は ､ 聞き手に有無を言わ さな い ように宣言 し

て い る
5

の で ､ 会話と いうよ りもむ しろ独話的に なっ て い る ｡ (2 1) の場合は ､ 聞き手側 には

情報がな い もの と仮定し､ 話 し手の 推論を
一

方的に提示 して い る が ､
ヨを伴うが ゆえに独話

的で はな い と い う点で ､ (20) と は異なる ｡ (22) で は ､ 推量の 機能を際立た せ る と独話的に

なり､ 確認の機能を際立たせ ると､ 会話的な使用 となる ｡ 後者の 場合 ､ 聞き手側 にもおそら

く同 じ情報( こ の場合は推論) があ ると考え､ 同意を求め ると いう形 で ､ 会話的な表現 とな っ

て い る ｡ (23) の 場合 ､ 話 し手が自分 の推論の不確か さ を感 じ､ 聞き手も同 じ情報を持 っ て い

る と仮定し聞き手に同意を求め て い る ｡ い わゆ る確認要求の 一 種で ある ｡

一

方､ ｢ 明日は雨 が降る+ と い う同 じ情報を話し手側が持ちなが ら､ ダロ ウを伴うこ とで情

報は推論に よ っ て得られ た結論だと明示的 に提示 して い る場合は どうだろうか ｡

(24)

(25)

(26)

明日は雨 が降る ダロ ウ｡

明日は雨 が降る ダ ロ ウ
･ ヨ ｡

A : 明日は雨が降る ダロ ウ ･ ネ｡

B l : そうで しょうね｡ (推量系
6
: 独話的発話を受けて)

B 2 : そんな こ と知らな い よ ､ 神様じゃ ない ん だか ら｡ (確認系
7
: 会話的発話を受け

て)

(27)
*

明日は雨 が降 る グロ ウ ･ ヨネ ｡

どうも ､ 推論で ある こ とが明示されて い る場合には ､ ヨネは使えない ようで ある ｡

同 じように認識 の モ ダリ ティ であ っ て もカ モ シ レナ イ ､ ハ ズ ダ､ ハ ズ ガナイ ､
ベ キ ダ､ 等

は こ の ような制約は受けない ｡ しか し､ グ ロ ウ と 同 じように ヨネ の接続を許さな い ､ ある い

は許 し にく い もの に ､ ソ ウ ダ (伝聞) ､ ヨ ウ ダ､ ラ シイ が挙げられる ｡

8
こ こ で は文末が上昇調になり疑問文相 当となる場合に つ い て は考えな い ｡

6

宮 崎 (1 99 9) に ､ 確認系
･

推量系の ダロ ウネに つ い て の詳述が見られ る の で そちらを参照の こ と ｡

7 6 に 同じ｡
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ダロ ウとヨ/ ネ/ ヨネの 組み合 わせ

(28) 明日 は雨が降る カ モ シ レ ナイ/ ハ ズ ダ/ ハ ズ ガ ナイ
･ ヨ ネ｡

(2 9) 明日は雨 が降る
*

ダロ ウ/? ソ ウ ダ/
*

ヨ ウ ダ/? ラシ イ ･ ヨ ネ｡

こ こ からは思 い 付きの 域を 出な い の で批判を覚悟で 書くが ､ 同 じ認識 の モ ダリテ ィ 形式で

あ っ てもカ モ シ レ ナイタイ プは話し手は自分の判 断
･ 推論等に ､ それなりの 自信を持 っ て い

るように感 じられ ､ それゆ え ｢ こ れ が自分の 考えです+ と ある種の ｢ 責任+ を持っ て述 べ よ

うと して い る ように感じられ るの に対し ､ ダ ロ ウグル
ー プは ､ どちらか と い うと情報に対す

る責任を､ で きる こ とな らば 回避 しよう と い う話 し手の 意 図が表れて い る ように感 じられ

る ｡ 伝聞の ソ ウ ダな どは まさ にその 典型例で ､
こ れ はあくまで 人か ら聞い た ことなの で ､ 私

には
一

切責任はありませ ん と宣言 して い るか の ようで ある ｡ カ モ シ レナイ タイ プは ､ あくま

で判 断 ･ 推論の確かさの 違 い を ベ ー ス に､ そ の使 い 分けが なされ る の に対 して ､ ダロ ウタイ

プは ､ 判断 ･ 推論の確かさと平行して ､ どの 程度自分が提示 しようとする情報に責任を負え

るか がその 使い 分 けに関与 して い る の で は ない だろうか ｡ ざ っ と順位を つ けるなら ､ グ ロ ウ

が
一 番責任を負 い ､ 続 い て ヨ ウ ダが続き ､ さらに ラシイ ､

ソ ウ ダと続くように思える
8

｡ もち

ろん実際に使用されて い る デ ー

タ を取っ て ､ 検証 して み る こ とは必要だが ､ あながち間違 い

で は ない ように思える ｡

4 .
ヨネ

こ こ で は簡単に ヨネに つ い て考える ｡

(30)

(3 1)

(3 2)

明日 ､ 僕もテ ニ ス の 練習 ある ヨ ネ｡

こ の 本確か ､ 君に借りた んだ っ た ヨネ｡

君 ､ 学生だ ヨネ ｡

ヨネが ､ 単に ヨ ＋ ネと い う足 し算で考えられるの なら､

一

般に ヨ が持つ と言われる ｢ 聞き

手に と っ て の新しい 情報を話 し手が提示する+ と い う対人機能と ､ ネが持つ ｢ 話し手が ､ 聞

き手が持 っ て い ると考えて い る情報に つ い て の確認を求め る+ と い う対人機能を併せ持つ こ

と になる が ､ ヨ の ｢ 聞き手にと っ て の 新しい 情報+ と ､ ネの ｢ 話し手が聞き手が持っ て い る

と考えて い る情報+ の 共存には矛盾があるの で ､ 聞き手にと っ て の新しい 情報と い う部分は

キ ャ ンセ ル されて ､ ヨ は単に ｢ 話 し手が 聞き手に情報を提示する+ と いう機能だけを発揮す

る ようで ある ｡ また ､ ネ単独 の 場合に見られる ような独話における推量系の使 い 方も ヨ ネに

はできな い ｡

ヨネ は情報 ･ 推論 ･ 判 断に対する不安感を話 し手が払拭すべ く､ 聞き手に対 して確認を要

求して い る場面で用 い られると い える ｡ だとすれば､ 前節で観察 した よう に ､ ダ ロ ウが時に

8 野林 (1 9 99) にも同じような記述 ･ 分析がある｡
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話 し手が自らの推論 ･ 判断に対して不安感を抱 い て い る こ とを示 して い る の と その 意味内容

が同じになる ｡ その 結果 グロ ウ ＋ ヨネと い う複合体が用 い られなくな ると考えても問題な い

の で はな い だろうか ｡

(33) 今日 は雨 が降る ダロ ウ ､ ヨネ ?

(34)
*

今日 は雨が 降る ダロ ウ ･ ヨ ネ

(33) は ､
い っ た ん自分の 推論を宣言 した後で ､ 自信がなくなりまわり に い る人間に同意確

認を求め て い るような場面 で ある ｡ つ まり､ ダ ロ ウ は対命題機能に特化 して使用さ れ ､ その

後対 人機能を持 つ ヨ ネが 発話全体を受け聞き手に対 して 発信 して い る と い う状況 で ある ｡

(34) は ダロ ウ ･ ヨネが複合体と して ひとつ にな っ て おり､ その 結果同 じような機能を持つ

二 つ の形式が 同居す る こ と になり､ 使用 が認め られなくな っ て い ると考えられる の で あ る｡
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